
白石踊後継者育成事業 白石踊会笠岡支部 今月の活動（令和 3年 7月）

令和 3年 7月の白石踊に関わる高校生の活動について高校生自身に報告文を書いてもらいました。

1.「800年の時空の旅 源平の夢の跡をたどる日帰りの旅」実施

①企画したプランが実現できたことへの感謝

本当に多くの方々のご協力のおかげで、私が企画したツアーを

実現させることができました。このツアーの内容は源平合戦の藤

戸史跡を巡ることと源平水島合戦に由来する白石踊を体験するこ

とでツアー参加者に 800年の遥か昔を体感してもらおうというも
のです。岡山イノベーションコンテストで受賞したことをきっか

けに実現化の準備を進めてきました。

メインである白石踊体験では、白石踊会の方々に浜辺で衣装を着

けて踊っていただき、白石踊の講習もしていただきました。さら

には地元の高校生など多くの方が協力をしてくれました。

初めて白石踊を見た人達がとても感動しているのを見て、私もさらに白石踊を広めていきたいと思い

ました。皆さんのおかげで迫力があるとても良いツアーになりました。本当に感謝しています。

（文章：今城慧郁）

②サポート側スタッフとしての感想

今回のツアーは仲間の古城池高校生の企画したものだったので、

私たちも連絡を取り合い、当日にツアー参加者をどのようにおも

てなしするか考えてきました。

12時にツアー参加の皆さんが白石島に到着し 1時間の昼食の時
間をとった後、浜辺で白石踊体験を行いました。白石踊体験には

白石島在住の男子高校生 2人と女子高校生 2人も白石踊の衣装を
着て体験の前のデモンストレーションとして踊りを披露しまし

た。他にも白石踊会笠岡支部に所属する高校生たち（岡山大安寺

高校から 1人、金光学園高校から 5人、高梁高校から 1人、西備
支援学校から 1人、矢掛高校から１人、大学生ら 4人）がこの日
の白石踊体験の準備・片付け、ツアー参加者への道案内をするつ

もりで集まりました。私たち若い世代が踊りの輪に加わることで

ツアーを盛り上げたいと思いました。

普段から高校生や大学生は皆、白石踊を習っていたのでツアー参

加の方々と一緒に踊ることで一体感が生まれました。以前から準

備してきたこともあり当日はツアー参加の皆さんの白石踊体験

を楽しむ姿を見ることができて喜びと達成感を感じました。

（文章：大森麻琴）



③海岸清掃

私たちは 7月 10日のツアーでの白石踊体験をサポート役として参加し、実
際に白石島の方々と一緒に白石踊を体験させていただけたことは、とても

良い経験になりました。そして、高齢者の方々と若い世代の方との交流も深

めることができたと思います。

その後、私たちは砂浜の海岸清掃を行いました。島に流れてきた漂流物など

のペットボトルや浜辺に残されたゴミなどを拾って、白石島の自然を守る

活動を行いました。

白石島の風光明媚な環境を維持していき、白石島の美しさをもっとたくさ

んの人に知ってもらいたいと思いました。 （文章：藤原未海）

2. 風に立つライオン基金の高校生ボランティア・アワード 2021出場

①大会出場とWEB投票大会
今年も高校生ボランティア・アワード（８月 17日～18日）に出場します。
高校生ボランティア・アワードは、全国の高校生が日頃から続けている“ささや

かで偉大な活動”を応援するプロジェクトです。

普段の私たちの活動をまとめたポスターと動画を主催者（公益財団法人 風に立

つライオン基金）のHPに掲載しています。主催者HP https://lion.or.jp/
ダイレクトに探すには QRコードもお使いください。私たちのエントリー№は 002です。

大会に先立って８月１日～８月 14日はWEB投票大会が実施されており、「いいね」と思った高校生
の活動に応援の 1票を投じることができます。どなたでもご観覧できますので、ぜひ私たちの動画と
ポスターをご覧ください。皆様の応援をお願いします。 （文章：大森麻琴）

②活動発表交流会

高校生ボランティア・アワード 2021活動発表交流会に参加し
ました。今年は全部で 113団体がエントリーしていますが、10
団体ごとにオンライン会議の形式で、大会に先立って交流会が

ありました。

他の高校生が行っているボランティアについて知ることができ

ました。私たちも白石踊の継承活動を発表し、多くの質問や新

しい活動のヒントになるようなコメントをいただきました。たとえば白石踊をリモートで学べないか

などのアイデアも出ました。この交流会を通して他の高校生のボランティア活動を知ることができ、と

ても多くのアイデアやエネルギーを得ることができました。この交流会で学んだことを生かし、これか

らの活動につなげていこうと思います。 （文章：齋藤光希）

以上
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